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わが国は現在、数々の深刻な課

題に直面していますが、この難局

を打開するためにはイノベーショ

ンに果敢に挑戦していかなければ

ならないというのが、当委員会の

基本的な問題意識です。

さまざまな指標を見ても、日本

の研究開発への取り組みは他国に

決して劣っていません。しかし近

年、科学技術やそれを産業化した

企業が、グローバルな経済や社会

に大きく貢献しているというケー

スがあまり出ていません。その理

由として考えられるのが、やや技

術開発中心でマーケット志向が弱

いこと、多様性やオープンさなど

の点で日本中心型のイノベーショ

ンに偏りがちだということです。

今回、新たなシステムとして「イ

ノベーション志向経営」（Innovation

OrientedManagement）を提言し

た背景にはこうした課題認識があ

ります。絶え間なくイノベーショ

ンを創出するために、まず重要な

のが「トップの役割」です。トッ

プには、進むべき方向を示し行動

を変える仕組みをつくること、そ

してイノベーティブな文化やマイ

ンドを組織や社会に醸成すること

が求められます。また、トップダ

ウンで高い目標を掲げ、ロード

マップを描き、研究開発の各ス

テージに応じたマネジメントを行

うことで、素晴らしい成果を創出

できるようにすべきです。

「産学官の連携」については、ま

ずそれぞれの役割を明確にし、そ

の上で、“３つのIC”によってイノ

高い目標のもとで産学官が
連携し素晴らしい成果の創出を
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ベーション志向経営を展開してい

く必要があると思います。“３つの

IC”のひとつ目は、高い目標に向

けて既存の取組み・仕組みを融合

する“イノベーション・コンバー

ジェンス”。次に、シーズとマー

ケットニーズを合致させ産業化へ

の方策と過程を循環させる“イノ

ベーション・サイクル”。そして、

複数の成果の相互作用でさらなる

革新の連鎖を起こす“イノベー

ション・チェーン”です。特に、

イノベーション・サイクルは、さ

まざまな方策を駆使し、新たな産

業を創造していく好循環を生み出

すことがポイントです。そのため

には、過去の経験やこれから経験

するであろう各種プロジェクトを

目的に適うよう効果的に整理し、

テンプレート化（暗黙知と経験知

の形式知化・デジタル化）して共

有することや、各プロジェクトの

主体・目的・分野・進捗などに応

じて工程を管理・チェックする仕

組みを整備する必要があります。

提言の最後には、イノベーショ

ン志向経営を具体的にご理解いた

だくために、地球温暖化対策分野

のケーススタディを示しました。

今後は、イノベーション志向経営

を具体的実践につなげるための検

討や活動が必要だと考えています。

イノベーション志向経営の
さらなる展開を




